
９．情報発信・交流スペース 

情報発信スペースや市民交流スペースを設置し、来庁者の利便性の向上を図る必要があります。 

（１）情報発信スペース 

・行政情報のほか、文化・歴史、観光・イベントをはじめ、防災に係る情報などの各種情報を得

られるコーナーの設置を検討します。 

・市民が気軽に立ち寄り、ゆっくり閲覧できるよう配置・設えについて検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）交流スペース 

・市民が自由に打ち合わせや待合の時間を過ごすことが出来る交流スペースを設置し、交流スペ

ースの一部は臨時の行政事務や小規模のイベントなど多目的に利用できる可変性を持った空間

構成や設備の整備を検討する必要があります。 

・来庁者が気軽に立ち寄り、利用できるカフェコーナー（ドリンクコーナー含む）の設置につい

て検討する必要があります。 

・自然や木のぬくもりを感じさせるなど、親しみやすくかつ利用しやすい空間デザインに配慮す

る必要があります。 

・来庁者の利便施設として、ＡＴＭコーナーを利用しやすい場所に設置することが望ましい。 

・来庁者が憩いを感じるように、計画敷地内の一部に緑地を確保するなど、限られた屋外空間の

有効活用を検討する必要があります。 

・来庁者が砂川らしい眺望を楽しめるような、眺望スペースの整備を検討する必要があります。 
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交流スペースのイメージ 

情報発信スペースのイメージ 



10．周辺環境との調和 

計画地西側は石狩川に隣接し、上階からは南方向にオアシスパークを見渡せる位置にあります。

堤防緑地を含む、敷地周辺の自然環境などと調和し、眺望環境を活かした砂川らしい建築デザイン

を検討する必要があります。また、通行量が多い北二丁目通りからの視認性にも配慮したデザイン

とする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

           【オアシスパーク】                       【樺戸連峰】   

11．周辺施設との連携 

市役所にかかるエリアについては、地域交流センター、市立病院など、文化、医療、行政の各施設

が集積していることから、これらの施設の機能を有効に利用し、連携かつ機能分担をしながら、効率

の良い施設整備を検討する必要があります。 

また、同一計画地内には、図書館と公民館が隣接して建っており、情報発信・市民交流スペースな

どの機能を含め、社会教育機能と行政機能との連携についても今後検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

       【砂川市地域交流センター「ゆう」】               【図書館・公民館】   

 

 

 

 

＊市民利用スペースの議論経過 

基本構想では、「市民交流・協働の拠点として、市民が集いやすい庁舎」「公民館・図書館との役割

分担」を検討課題として、具体的な方策については基本計画において検討することとしました。 

これらを検討するにあたり、審議会ワーキング及び市民ワークショップを開催し、広く市民の方々

から意見をいただきました。 

当初は、交流機能と執務機能の両立は難しいのではとの意見もありましたが、ワークショップ等を

進める中で、情報発信拠点、立ち寄りたくなる場、周辺施設との連携など様々な意見をいただきまし

た。また、これらの意見の中には、新庁舎に取り入れることができるものやまちなか施設として必要

なものも多く含んでいることから、新庁舎と他の施設との連携及び役割分担を考慮しながら整理し、

「9.情報発信・交流スペース」「10.周辺環境との調和」「11.周辺施設との連携」について、整備方針

を定めました。 
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■審議会ワーキング・市民ワークショップの検討経緯 

 審議会ワーキング 
（H29.4.19 開催） 

たまり場づくり 

・何をしても良い場所 

・スタバみたいな場所 

・ふらっと立ち寄れる場所 

「ついで」づくり 

・市庁舎に来たついでにほか

の施設を利用できる 

・多目的に過ごせる場所 

情報交換の場づくり 

・情報のワンストップ機能 

・人の輪が生まれる場所 

足を運んでみたくなる 

仕掛けづくり 

・人を呼び込む空間づくり 

・砂川らしさが感じられる 

・歩きたくなる環境 

第 1 回市民ワークショップ 
（H29.5.31 開催） 

居心地の良い場 

・気兼ねなく自由に過ごせる 

・時間を潰せる 

・砂川らしい交流が生まれる

場 

市民利用できる場 

・お年寄りから若者まで、 

利用できる場 

情報発信拠点 

・まち・ひとの情報 

・市役所が集散の拠点になる 

周辺施設との連携 

・図書館、公民館、病院との

空間的、機能的なつながり 

分かりやすさ・親近感 

・行政サービスの向上 

・親近感が持てる職員の対応 

見えてきた機能像 

温かみのあるデザイン 
・木材等、温かみ、ぬくもりのあるデザイン 
・屋内でも緑を感じる、周辺の自然を感じられる空間 
飲食機能 
・軽食ができる、安くて早く食べられる 
・公民館の喫茶店と市庁舎のカフェの連携 
居心地のよさ 
・自由に使える空間 
・行きやすい、入りやすい空間 
将来に対応できる柔軟性 
・今の社会的ニーズ、将来のニーズに対応できる空間 

まちなかとの機能分担・連携 
・市民活動の場をまちなかに展開する 
・コンサートが出来る、展示スペースになる等空間の柔軟さ 
・イベントやワークショップで使える 
・多世代が参加できるイベント 
・病院の待合室との機能連携 
・企業と若者が出会う場 
・就労体験、インターンシップ 

魅力 
・魅力ある建物 
砂川らしさ 
・夕日、外の景観、砂川オリジナルの景観 

第２回市民ワークショップ 
（H29.8.8 開催 15 名参加） 

みどりの空間 
・ベンチで花を見ながらおしゃべりができる 
・公民館の緑と隣接した場 
展望空間 
・屋上からの眺望を楽しみたい 
砂川らしさ 
・砂川ならではの眺望、河川近くの景観を楽しみたい 

周辺機能との連携 
・図書館と屋内でつながっている 
・庁舎と公民館、図書館間の移動ができる 

 

 

 

 

 

交流スペース 

・自然や木の温もりが感じら

れる空間の検討 
 
・自由に時間を過ごせる空間

の検討 
 
・庁舎運用の範囲内で多目的

に利用できる空間の検討 
 
・気軽に利用できるカフェ

（ドリンク）コーナーの検討 
 
・憩いが感じられる屋外空間

の検討 
 
・砂川らしい眺望が楽しめる

眺望スペースの検討 

情報発信スペース 

・各種情報が得られるコーナ

ーの設置の検討 
 

・市民が気軽に立ち寄り、ゆ

っくり閲覧できるような配

置・設えの検討 

周辺施設との連携 

・まちなかエリアに集積し

ている施設と連携・機能分

担しながら効率の良い施

設整備の検討 
 

・市民交流スペースなどを

含めた図書館・公民館との

連携の検討 

周辺環境との調和 

・周辺環境と調和し、眺望環

境を活かした砂川らしい

建築デザインの検討 
 

・北二丁目通りからの視認性

に配慮したデザイン 

基本計画への反映 

 情報発信 
 ・まちの歴史がわかる 
 ・災害情報、防災情報が一目でわかる 
 ・自由に閲覧できるスペース 

交流機能の必要性 

・交流・活動と事務の共存 

・執務機能と交流空間の区分 

・既存施設で代替できる 

「たまり場」 

 

フリースペース 

 

「立地を活かした空間」 

 

屋外空間・眺望 

 

「情報発信拠点」 

 

市民情報コーナー 

 

「周辺機能との連携」 
 

公民館・図書館との

連携 

 

「周辺環境との調和」 

 

砂川らしさ 
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<カフェ・カウンター>

売店/ドリンク

コーナーなどに活用
<キッズコーナー>

臨時事務活用時は移動
<シンボルツリー>・・・擬木

ロビーの緑化

砂川市に関する情報

<情報モニター>

映像による情報提供

ミーティングスペース

<ギャラリースペース＞

催しや展示に活用

＜玄関＞

（通常活用時）

＜玄関＞

キッズコーナー/

ギャラリースペース

として引き続き活用

<情報モニター>

映像による情報提供

<臨時業務の執務スペース>

受付事務用のデスク及びパーテーションによるブース化

書類整理用キャビネットを設置

（臨時事務活用時）

情報発信・交流スペース イメージパース
参考資料
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